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会議顛末書 

  記 録 者 主事 近藤 響英 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 次 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

        

件 名 令和７年度第１回龍ケ崎市外郭団体連絡調整会議 

年 月 日 令和７年５月 22 日（木） 

時 間 午後２時から午後３時 15 分まで 

場 所 附属棟１階第２会議室 

出 席 者 

【会長】岡野総合政策部長【副会長】大貫総務部長 

【人事行政課】藤平課長 【財政課】平野課長 【福祉総務課】山﨑課長  

【農業政策課】鎌倉課長 【文化・生涯学習課】清水課長補佐 

【企画課（事務局）】関ケ原課長、田中課長補佐、記録者 

欠 席 者 － 

内 容 

（１）外郭団体経営戦略プラン等に係る進行管理について 

○まちづくり・文化財団経営戦略プラン（企画課所管分） 

資料に基づき企画課より説明 

 

≪主な意見・質疑等≫ 

    特になし。 

 

 

○まちづくり・文化財団経営戦略プラン（文化・生涯学習課所管分） 

資料に基づき文化・生涯学習課より説明 

 

≪主な意見・質疑等≫ 

   ・ 文化会館における残りの指定管理期間中の事業方針について、これまでと同等の取 

組を実施していく見込みであるのか。 

    → 令和７年度以降もこれまでと同程度の取組を予定している。 

 

 

○まちづくり・文化財団経営戦略プラン（農業政策課所管分） 

資料に基づき農業政策課より説明 

 

≪主な意見・質疑等≫ 

   ・ 令和６年度レンタルファーム利用者満足度において、「満足」と回答した割合の算出 

方法について疑義がある。 

    → 確認のうえ、適宜修正を行う。 
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 ・ 農業公園豊作村に対する今後の方向性について、現時点での素案や考えなどがあれ 

ば伺いたい。 

    → この場で具体的にお示しできるものは無いが、他自治体が運営する農業公園の事 

例等を参考にあらゆる可能性を検討しているところである。 

⇒ 現在、総合交流ターミナルはまちづくり・文化財団が事務所として利用してい 

る。 

まちづくり・文化財団においては、解散に向けた取組を進めている最中である 

が、豊作村の方向性を示すタイミングによっては、事務所運営に影響が出る可能性 

があることも留意いただきたい。 

 

 

○社会福祉協議会 経営推進プラン 

資料に基づき福祉総務課より説明 

 

≪主な意見・質疑等≫ 

   ・ Café たつのこを令和６年度いっぱいで廃止したとのことであるが、その他、廃止を 

検討した事業等はあるか。 

→ 福祉の店りゅう及び福祉の店まいりゅうについてもあり方の検討を進めてきたと 

ころであるが、昨年度中に具体な方針策定には至らなかったため、今後も引き続き 

取組を進めていく。 

    ⇒ 中央支所及び佐貫西口支所の効果測定等は実施しているか。 

    → これまで、具体的な方向性の検討などは実施していないと把握しているため、今

後、利用者数等を踏まえた精査が必要であると捉えている。 

 

・ 採用計画の策定及び給与事務をはじめとした庶務事務の一元化は早急に進めていた 

だきたい。 

 

・ 社会福祉協議会とシルバー人材センターを統合するという可能性は無いのか。 

    → 組織としての完全な統合は難しいと考えているため、庶務事務の一元化や人事交 

流などで補い合うかたちを検討していきたい。 

 

・ 民間委託を検討する旨の説明があったが、具体的にどのような事業を対象に想定し 

ているのか。 

    → ひまわり園の送迎などを想定している。 

    ⇒ 外注することによって、トータルコストの削減等が見込めるか。 

    → 職員の時間外勤務は減少するが、事業費自体は増加し市の支出も増加すると考え 

られる。 

⇒ 市の支出が増えるだけでは見直しとは言えない。 

  例えば、当面の採用人数を抑制できる等の具体的メリットが求められる。 

→ ご意見を踏まえた協議を社会福祉協議会と進めていく。 

⇒ これまで以上に厳しい視点での見直しを進めていただきたい。 
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○シルバー人材センター中長期計画 

資料に基づき福祉総務課より説明 

 

≪主な意見・質疑等≫ 

  ・ 女性会員をはじめとした会員の拡大を目標として掲げているが、現在の会員就業率は 

どのくらいか。 

   → 女性会員については 130 名程度の登録がある中で、100 名程度が実際に仕事を請け負 

っている状況である。男性会員の就業率は女性会員よりやや低い状況である。 

 

・ 定年延長等の影響により会員数も減少傾向にあることから、将来的にはシルバー人材 

センターの存在意義が問われるのではないかと考えている。 

他自治体で組織自体を廃止した事例はあるか。 

   → 現時点で廃止した事例等は把握していない。 

 

  ・ 今後は市との人事交流を強化して組織を回していく必要があると考える。 

また、それぞれの事業部分に対する職員配置や解散後の財団職員の受入も引き続き検 

討していきたい。 

 

（２）その他 

  （事務局より）財団解散に向けた課題解決に向けて引き続きご協力をお願いしたい。 

 

 

要措置事項  

情 報 公 開 

公 開 

 

非公開 

非公開（一部非公開を

含む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条 号該当） 

 

公開が可能となる時

期（可能な範囲で記

入） 

 


